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★ 人の茶碗を満たす喜びこそ生き甲斐の根源 
私達が歩みつづけ、また、成長し続けようとするのは、何が動機なのか？ 

何が私たちを成功者が陥る慢心から守ってくれるのか？ 

一生の間、来る日も来る日もやる気を持続させてくれる原動力は一体何なのか？ 

創造的なもの、生産的なものをたえず求めてやまない欲求を持続し培養する力の源泉はどこにあ

るのか？答えはひとつしかない。自分本位の楽しみではなく、人類のニーズに焦点をあわせる

ことにある。 

自分の労働の成果を、飢えた人がおいしそうに、食べている姿を見ると、農夫は畑に戻って新し

い生産に取り組まなければ、来年は人々を飢えさせ、子供たちを餓死させることになりかねない

ぞ、と覚悟を新たにする。この心意気が農夫を毎年毎年、生産に駆り立てる源泉なのである。 

そして彼は、今でも現役で働き続けている。 

人の茶碗を満たすこと、世のため人のためになることこそ生き甲斐の根源である。利己主義、身

勝手は最後に自滅する。これが人生のゆるがない原理である。他の人々への奉仕に傾倒するライ

フスタイルは、充実感に溢れ、豊かな精神の世界に私達を導いてくれる。 

意義ある人生を生きるということは、人の茶碗を満たすこと、世のため人のためになること

に、焦点をあてるということである。このような生き方をしていれば、あの、人間をしばし

ば襲う、うつろな不安感に苛まれることはない。 

生きている限り、励ましを必要としている人々を探し求め、世のため人のためになることを願っ

て前進したいものである。アフリカの 4 億 5 千万人の半分は飢えているのに、アフリカへ輸入さ

れる食糧は年に 1300 万ト

ンしかない。お金がないか

らである。日本人は年に

5500 万トンの穀物を輸入し、

年間総消費量は国内生産分

と合わせて 8500万トンであ

る。しかし、その 1700万ト

ンが捨てられ、牛や豚の飼料

となっている。 

お金の力で、全世界の資源を

かき集めている日本人よ。私

たちの幸せのために犠牲に

なっている第三世界の人々

に眼を向けたまえ。 
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